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News Release                       2023年 7月 14日 

 

 

一般財団法人バイオインダストリー協会 

  

報道関係者 各位 

 

第 7回 「バイオインダストリー大賞」 「大賞 特別賞」 

受賞者決定！ 

 

(一財)バイオインダストリー協会（会長：吉田稔）は、「遺伝子組換えウイルスを用いたがんのウイル

ス療法の開発と実用化」の業績に対して、藤堂具紀氏（東京大学医科学研究所 先端医療研究センター 

先端がん治療分野 教授、東京大学医科学研究所附属病院 病院長・脳腫瘍外科 教授）に第 7回「バイオ

インダストリー大賞」を贈ることを決定しました。 

また、バイオインダストリーの発展のため新しい分野を拓くことに貢献をした、小西健司氏を代表者

とする旭化成ファーマ株式会社と産業技術総合研究所の共同研究グループの「コレステロールエステラ

ーゼ大量生産スマートセルの開発」の業績に対して、第 7回「バイオインダストリー大賞 特別賞」の授

与を決定しました。 

「バイオインダストリー大賞」は、2017 年、（一財）バイオインダストリー協会が 30周年を迎えるの

を機に、次の 30年を見据えて “最先端の研究が世界を創る―バイオテクノロジーの新時代―”をスロ

ーガンにスタートしたもので、バイオインダストリーの発展に大きく貢献した、または、今後の発展に

大きく貢献すると期待される顕著な業績を表彰し、今年で 7回目となります。 

 東京工業大学 名誉教授・元学長 相澤益男氏を選考委員長とする 14名の委員からなる選考委員会に

よる厳正な審査を経て、大賞受賞者 1件、大賞 特別賞受賞者１件を決定しました。 

なお、贈呈式・受賞記念講演会は来たる 10月 11 日(水）、国際的なバイオイベント“BioJapan 2023”

の会場（パシフィコ横浜）にて行われます。詳細につきましては、追ってご案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料は、経済産業記者会、経済産業省ペンクラブ、農政クラ

ブ、農林記者会、文部科学記者会、科学記者会、厚生労働記

者会、重工業研究会、本町記者会に配布しています。  
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記 

 

＜バイオインダストリー大賞受賞者＞ 

 

                                                   （敬称略、年齢は 2023.4.1現在） 

受賞者 所属・役職 年齢 

藤堂 具紀   

とうどう ともき 

東京大学医科学研究所  

先端医療研究センター 先端がん治療分野 教授 

附属病院 病院長・脳腫瘍外科 教授 

 

62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイオインダストリー大賞受賞業績 

「遺伝子組換えウイルスを用いたがんのウイルス療法の開発と実用化」 

 

藤堂具紀氏は、がんの新しい治療モダリティとして、ウイルスゲノムを遺伝子工学的に改変すること

で、がん細胞特異的に複製する遺伝子組換えウイルスによる革新的がん治療法を開発し、実用化に向け

て日本及び世界を牽引しています。がん細胞の破壊と共に、抗がん免疫を惹起することによって治療効

果が高められることを見出し、局所治療が免疫を介して全身に作用し、遠隔のがんにも治療効果をもた

らすという、ウイルス療法の「常識」を築きました。世界で初めての脳腫瘍用ウイルス療法薬を開発か

ら実用化まで一貫してアカデミア主導で実施し、アカデミア創薬として製造販売承認を達成した業績は

大きなインパクトがあります。遺伝子組換えヘルペスウイルス作製システムも開発し、悪性脳腫瘍だけ

に留まらず、全ての固形がんへの適用の可能性の道を開き、新しい治療モダリティとしてがん治療の選

択肢を拡大する「抗がんウイルス創薬」発展の基盤を築きました。同氏の功績は、国内外のバイオイン

ダストリーの発展に大きく寄与すると期待され、バイオインダストリー大賞にもっとも相応しいと高く

評価されました。 

 



3 

＜バイオインダストリー大賞 特別賞受賞者＞ 

 

                                                   （敬称略、年齢は 2023.4.1現在） 

受賞者 所属・役職 年齢 

小西 健司     

こにし けんじ 

旭化成ファーマ(株) 診断薬事業部 開発研究部  

酵素研究グループ 主任研究員 
35 

酒瀬川 信一 

さかせがわ しんいち 

旭化成ファーマ(株) 診断薬事業部 酵素製品部   

営業グループ グループ長 

（現 産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門） 

 

55 

村松 周治     

むらまつ しゅうじ 

旭化成ファーマ(株) 診断薬事業部 開発研究部   

酵素研究グループ 主幹研究員 
58 

田村 具博      

たむら ともひろ 

産業技術総合研究所  

執行役員/生命工学領域長 
58 

安武 義晃     

やすたけ よしあき 

産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門  

主任研究員 
46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイオインダストリー大賞 特別賞受賞業績 

「コレステロールエステラーゼ大量生産スマートセルの開発」 

 

旭化成ファーマ株式会社と産業技術総合研究所の共同研究グループは、生物細胞が持つ物質生産能力

を最大限に引き出すスマートセル技術を開発し、体外診断用酵素「コレステロールエステラーゼ」の生

産効率を格段に向上させることに成功しました。本研究において、従来の野生株と比べ 30 倍以上の生

産能力を持つ高生産型スマートセルが初めて構築されるとともに、生産工程における CO2 排出量は従来

比約 96%削減できるとされています。本研究は、バイオインダストリーの発展のために新しい分野を拓

き、新しい価値を創出するものと期待されバイオインダストリー大賞 特別賞に相応しいと評価されま

した。 



4 

 

 

＜大賞選考委員会＞ （五十音順 敬称略） 

 

委員長 相澤 益男 東京工業大学 名誉教授・元学長、科学技術国際交流センター 会長 

委員 大隅 典子 東北大学 大学院医学系研究科 発生発達神経科学分野 副学長、教授 

   太田 明徳 中部大学 監事、東京大学 名誉教授 

   片岡 一則  川崎市産業振興財団 副理事長/センター長 

   五條堀 孝 アブドラ国王科学技術大学 特別栄誉教授 

   小安 重夫 量子科学技術研究開発機構 理事長  

   辻村 英雄 サントリー生命科学財団 理事長 

   松田 譲 加藤記念バイオサイエンス振興財団 名誉理事 

   松永 是 海洋研究開発機構 顧問 

   宮田 満 （株）宮田総研 代表取締役 

   三輪 清志 バイオ産業情報化コンソーシアム 顧問 

   室伏 きみ子 ビューティ＆ウェルネス専門職大学 学長 

    お茶の水女子大学 名誉教授・前学長   

   吉松 賢太郎 （株）凜研究所 代表取締役社長 

   米原 徹 東レ（株）技術センター 顧問 
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2016年    第３回「イノベーター・オブ・ザ・イヤー」 

2019年    平成３０年度高松宮妃癌研究基金学術賞 

 

1985年   東京大学医学部医学科 卒業 

1994年   医学博士（東京大学） 

 

1985年   東京大学医学部脳神経外科 

1989年   国立病院医療センター 脳神経外科医師（厚生技官） 

1990年   ドイツ国 エアランゲン・ニュールンベルグ大学脳神経外科 研究員 

1992年   国立病院医療センター（現 国立国際医療研究センター）脳神経外科 復職 

1995年   米国 ジョージタウン大学脳神経外科 研究員 

1998年   米国 ジョージタウン大学脳神経外科 助教授 

2000年   米国 ハーバード大学医学部マサチューセッツ総合病院脳神経外科 助教授 

2003年   東京大学医学部脳神経外科 講師 

2008年   東京大学大学院医学系研究科 特任教授 

2011年   東京大学医科学研究所 教授 

2023年    東京大学医科学研究所附属病院 病院長 

 

【ご参考資料】  

＜バイオインダストリー大賞 略歴と受賞理由（詳細）＞ 敬称略 

 

【受賞者】 

◆受賞者  藤堂 具紀（とうどう ともき） 

東京大学医科学研究所 先端医療研究センター 先端がん治療分野 教授 

東京大学医科学研究所附属病院 病院長・脳腫瘍外科 教授 

 

略歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な受賞・栄誉 
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1988 年 名古屋大学 農学部 農芸化学科 卒業 

1990 年 名古屋大学 大学院 農学研究科 博士課程前期 修了 

1990 年 旭化成工業株式会社（現旭化成株式会社） 入社 

2008 年～2009 年 大阪大学大学院 歯学研究科 研究生 

2010 年 学術博士（大阪大学） 

1991年 東北大学 薬学部 薬学研究科 卒業 

1993年 東北大学 大学院 製薬化学専攻 博士課程前期 修了 

1993年 旭化成工業株式会社 (現旭化成株式会社) 入社 

2002年 工学博士 （徳島大学） 

2002年～2003 年 Max-Planck-Institut für terrestrische Mikrobiologie 

2018年～ 九州大学 医学部 非常勤講師 

 

2010年 東京大学 農学部 卒業 

2012年 東京大学大学院 農学生命科学研究科 応用生命工学専攻 博士前期課程 修了 

2012年 旭化成ファーマ株式会社 入社 

2023年 北海道大学 農学院 生命フロンティアコース 応用生物化学ユニット  

 博士課程 修了(博士(農学)） 

 

＜バイオインダストリー大賞 特別賞 略歴と受賞理由（詳細）＞ 敬称略 

 

【受賞者】 

 

◆受賞者  小西 健司（こにし けんじ）  

旭化成ファーマ株式会社 診断薬事業部 開発研究部 酵素研究グループ 主任研究員 

 

略歴 

 

 

 

 

 

 

 

◆受賞者  酒瀬川 信一（さかせがわ しんいち）  

旭化成ファーマ株式会社 診断薬事業部 酵素製品部 営業グループ グループ長 

（現 産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門） 

 

略歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆受賞者  村松 周治（むらまつ しゅうじ）  

旭化成ファーマ株式会社 診断薬事業部 開発研究部 酵素研究グループ 主幹研究員 

 

略歴 
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1987年    筑波大学 体育専門学群 卒業 

1989年   筑波大学大学院 体育研究科 修了 

1993年   徳島大学大学院 医学研究科 修了 (博士(医学)) 

1994年～2000 年  マックスプランク生化学研究所 学術振興会海外特別研究員、博士研究員 

2000年           工業技術院北海道工業技術研究所 入所 

2022年    産業技術総合研究所 執行役員（兼務：生命工学領域長） 

2022 年 日本抗ウイルス療法学会 塩田賞 

 

 

 

1999年 北海道大学理学部生物科学科 卒業 

2001年 北海道大学大学院理学研究科 修士課程 修了 

2004年 北海道大学大学院理学研究科 博士課程 修了 

2004年 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻 産学官連携研究員 

2005年 産業技術総合研究所 入所 任期付研究員 

2012年 産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門 主任研究員 

 

 

 

 

◆受賞者  田村 具博（たむら ともひろ）  

産業技術総合研究所 執行役員/生命工学領域長 

 

略歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆受賞者  安武 義晃（やすたけ よしあき）  

産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門 主任研究員 

 

略歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な受賞・栄誉 
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【バイオインダストリー大賞 受賞業績と受賞理由（詳細）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜バイオインダストリー奨励賞受賞 業績と選評＞ （五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

  

遺伝子組換えウイルスを用いたがんのウイルス療法の開発と実用化 

藤堂具紀氏の研究は、ウイルスゲノムを遺伝子工学的に改変し、がん細胞特異的に複製する遺伝

子組換えウイルスを用いた革新的がん治療法を開発したものである。がんのウイルスによる治療と

いう新しいモダリティに挑戦し、日本初の抗がんウイルス療法薬で、かつ世界で初めての脳腫瘍用

ウイルス療法薬をアカデミア創薬として製造販売承認まで達成した業績は、日本のバイオインダス

トリーにとって大きなインパクトがある。 

がん治療用ウイルスが治療効果を発揮する機序として、ウイルス複製に伴うがん細胞の直接的破

壊に加え、特異的な抗がん免疫が惹起されることを見いだし、局所治療が、免疫を介して全身に作

用し、遠隔のがんにも治療効果をもたらすという、ウイルス療法の「常識」を築いた。 

更に、単純ヘルペスウイルス 1 型（HSV-1）のゲノムに人為的三重変異を加えて、抗腫瘍効果と

安全性を格段に改善させた世界初の第三世代のがん治療用 HSV-1（G47Δ）の開発に成功し、日本で

前例のないウイルス療法の臨床開発を推進した。G47Δはがん細胞での複製能が増強し、且つ特異

的抗がん免疫を強力に惹起するように設計されており、悪性脳腫瘍だけに留まらず、あらゆる固形

がんにも有効で、がん幹細胞を効率良く破壊可能な画期的ながん治療用ウイルスである。新しい治

療モダリティとしてがん治療の選択肢を拡大するものであり、優れた革新的医療技術と言える。 

また、発明から実用化まで一貫してアカデミア主導で行い、実施製造工程開発を自らのチームで

行って国産初のウイルス治験薬を GMP 製造したことも特筆すべきことである。初めてのウイルス療

法臨床試験は再発膠芽腫を対象に 2009年から実施し、G47Δの脳腫瘍内投与の安全性を証明し、続

く医師主導治験では膠芽腫の長期生存を含む G47Δの高い有効性が示されて、2020 年 12 月に製造

販売承認申請、2021 年 6 月に日本初で脳腫瘍に対しては世界初のウイルス療法製品として承認（条

件及び期限付）された。現在も、全ての固形がんへの適応拡大のための臨床開発が継続されている。 

BAC プラズミドを活用して G47Δのゲノムに任意の塩基配列を短期間かつ的確に挿入可能な遺伝

子組換えヘルペスウイルス作製システムも開発しており、特殊な機能を付加した新規がん治療用ウ

イルスを次々に作製できる革新的技術として様々な次世代型がん治療用 HSV-1の臨床開発も進んで

おり、「抗がんウイルス創薬」を発展させる基盤を築いた業績といえる。 

国内外のバイオインダストリーの発展に大きく寄与するものであることから、バイオインダスト

リー大賞にもっとも相応しいと選考委員会にて高く評価され、第 7回バイオインダストリー大賞を

贈呈するに至った。 
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【バイオインダストリー大賞 特別賞 受賞業績と受賞理由（詳細）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜バイオインダストリー奨励賞受賞 業績と選評＞ （五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

  

コレステロールエステラーゼ大量生産スマートセルの開発 

旭化成ファーマ株式会社と産業技術総合研究所の共同研究グループの研究は、代表的な産業用酵

素であるコレステロールエステラーゼを対象として、スマートセルの技術を展開し、格段の生産性

の向上を達成したものである。 

これまでの研究では、コレステロールエステラーゼは、発現、活性化と分泌が複雑に絡み合った

メカニズムで生産されているため、一般的な宿主として用いられる大腸菌ではインクルージョンボ

ディを形成することから生産性の向上は難しく、旭化成ファーマ株式会社が保有する生産菌（グラ

ム陰性細菌 Burkholderia stabilis）でも従来の育種法では３倍程度の生産性向上が限度であり、

国際競争力の強化に繋がっていなかった。 

旭化成ファーマ株式会社は産業技術総合研究所と NEDO の委託研究および助成事業による共同研

究を通してスマートセル技術を活用展開し、従来の育種法では解決できなかった組換えコレステロ

ールエステラーゼの工業的大量生産システムの構築に取り組んだ。コレステロールエステラーゼの

生産性に大きく影響する遺伝子群を生産菌の染色体中に見出し、この遺伝子群がプラスミドのコピ

ー数を抑制していることを明らかにした。生産菌の改変と新規プロモーターを採用した合成生物学

的手法により、宿主、ゲノム活性化の両面から抜本的に生産量を改善し、血中コレステロールの測

定に使用される組換えコレステロールエステラーゼを大量生産するスマートセルを開発した。結

果、新規構築したスマートセルが工業レベルで従来の生産性を３０倍に増強することを実証した。

本研究の成果である組換えコレステロールエステラーゼは 2023 年中に販売開始する予定であり、

また、リパーゼ等の産業上有用な酵素の組換え生産にも応用展開することで、組換え酵素の大量生

産も可能となる。 

スマートセルを用いた大量生産システムによって、体外診断用医薬品の原料となる酵素の組換え

コレステロールエステラーゼを低コストで提供することが可能となり、今後の国際競争力の強化も

期待できる。この業績はバイオインダストリーの根幹のひとつであるタンパク質工学技術の発展に

も大きく貢献し、産業用酵素の可能性を大きく広げるものであり、これまでなかった全く新しい発

見に基づいて新規な技術を創出した点においてバイオインダストリー大賞 特別賞に相応しいと評

価された。 
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（一財）バイオインダストリー協会について 

1942年設立の酒精協会を前身とし、発酵工業協会を経て 1987年、財団法人バイオインダストリー協会と改

称、2011 年に一般財団法人に移行した。バイオインダストリー分野の研究開発と産業発展を、産・学・官に

よる連携によって、総合的に推進する日本唯一の組織である。バイオインダストリーに関する科学技術の進

歩を通じて、バイオインダストリーおよび関連産業の発展を図り、人々の生活の質の向上に寄与するために、

先端技術開発から産業化に至るまでのさまざまな場面で社会に貢献している。企業会員 332社、公共会員

１46団体、個人会員 600人から構成。（2023年 3月末現在） 

 

【本発表資料についてのお問い合わせ先】 

 （一財）バイオインダストリー協会 広報部 電話：03-6665-7947/7949  FAX：03-6665-7955 

Email:   JBA 表彰事業事務局 <jba.award@jba.or.jp> 

ホームページ： http://www.jba.or.jp 

 

mailto:jba.award@jba.or.jp
http://www.jba.or.jp/
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News Release                       2023年 7月 14日 

 

 

一般財団法人バイオインダストリー協会 

     

 

各位 

 

第 7回「バイオインダストリー奨励賞」受賞者決定！ 

 

(一財)バイオインダストリー協会（会長：吉田稔）は、第 7回「バイオインダストリー奨励賞」受賞者

10名を、下記のように決定しました。 

「バイオインダストリー奨励賞」は、2017年、(一財)バイオインダストリー協会が 30周年を迎えるのを

機に、次の 30年を見据えて“最先端の研究が世界を創る－バイオテクノロジーの新時代－”をスローガン

に、バイオインダストリー大賞と共にスタートしました。「奨励賞」は、バイオサイエンス、バイオテクノ

ロジーに関連する応用を指向した研究に携わる有望な若手研究者とその業績を表彰するものです。 

受賞者の選考は、早稲田大学 先進理工学部生命医科学科 教授、竹山春子氏を選考委員長とする 24名の

委員からなる選考委員会により厳正に行われました。受賞者にはそれぞれ副賞 30万円が授与されます。 

なお、表彰式・受賞記念講演会は来たる 10月 11日(水）、国際的なバイオイベント“BioJapan 2023”の

会場（パシフィコ横浜）にて行われます。詳細につきましては、追ってご案内いたします。 

 

記 

 

＜バイオインダストリー奨励賞受賞者 （10 名）＞ 

 

                                        （五十音順、敬称略、年齢は 2023.4.1現在） 

受賞者 所属・役職 年齢 受賞研究課題 

景山 達斗 
神奈川県立産業技術総合研究所    

有望シーズ展開事業 常勤研究員 
33 再生医療や創薬のための毛包オルガノイドの構築 

加藤 創一郎 
産業技術総合研究所 生物プロセス

研究部門 上級主任研究員 
44 

電気化学活性を持つ微生物の生理・生態学的解析

とその応用利用 

加藤 晃代 
名古屋大学 大学院生命農学研究科 

助教 
39 翻訳効率を向上させるペプチドに関する研究 

北島 正章 
北海道大学 大学院工学研究院     

准教授 
39 

下水中ウイルスの検出技術基盤の確立と COVID-19

下水疫学調査の実用化 

栗原 新 近畿大学 生物理工学部 准教授 44 
日欧ヒト腸内常在菌叢における最優勢種のハイス

ループット培養・解析法の開発と応用 

小松 徹 
東京大学 大学院薬学系研究科   

助教   
41 

Proteoform レベルの酵素機能網羅的解析に基づく

疾患診断技術の開発 

    

本資料は、経済産業記者会、経済産業省ペンクラブ、農政クラ

ブ、農林記者会、文部科学記者会、科学記者会、厚生労働記

者会、重工業研究会、本町記者会に配布しています。  
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白崎 伸隆 
北海道大学 大学院工学研究院    

准教授 
40 

浄水処理工程におけるヒトカリシウイルスの未知

動態の解明と処理技術の高度・高効率化 

鈴木 洋 
名古屋大学 大学院医学系研究科  

教授 
43 

遺伝子制御技術を最適化する数理シミュレー ショ

ンの構築 

古澤 之裕 富山県立大学 工学部 准教授 40 
腸内細菌を介して免疫機能を調節する食物繊維の

発見と疾患予防への応用 

三上 統久 
大阪大学 免疫学フロンティア研究 

センター 特任准教授 
37 機能的で安定な誘導性制御性 T細胞の研究開発 

 

 

    ＜奨励賞選考委員会＞  （五十音順、敬称略） 

 

委員長 竹山 春子 早稲田大学 先進理工学部 生命医科学科 教授 

副委員長    飯島 陽子 工学院大学 先進工学部 応用化学科 教授 

 大西 康夫 東京大学 大学院農学生命科学研究科 教授 

 津本 浩平 東京大学 大学院工学系研究科・医科学研究所 教授 

委員 阿部 透 サッポロホールディングス(株) 経営企画部 上級研究員 

 五十嵐 圭日子 東京大学 大学院農学生命科学研究科 教授／総長特任補佐 

 井埜 章 塩野義製薬（株）バイオモダリティ研究所 研究所長 

 近江谷 克裕 産業技術総合研究所 首席研究員 

 大河内 美奈 東京工業大学 物質理工学院 教授 

 國澤 純  医薬基盤・健康・栄養研究所  

  ヘルス・メディカル微生物研究センター センター長 

 桑原 明日香 科学技術振興機構 研究開発戦略センター フェロー 

 河内 智子 キッコーマン（株）研究開発本部 研究開発推進部 推進グループ長  

 高山 誠司 東京大学 大学院農学生命科学研究科 教授 

 瀧村 靖 花王（株）研究開発部門 生物科学研究所  所長 

 堤 浩子 月桂冠（株）醸造部 課長  

 野村 武彦 住友ファーマ（株）理事、フロンティア事業推進室長 

 橋本 隆二 第一三共（株）バイオ医薬第二研究所 研究所長 

 藤井 智幸 東北大学 大学院農学研究科 教授 

 本田 孝祐 大阪大学 生物工学国際交流センター 教授 

 松村 康生 京都大学 生存圏研究所 特任教授 

 安田 磨理 三菱ケミカルアグリドリーム（株）農業資材営業部 副部長 

 横山 史和 Meiji Seikaファルマ（株）研究開発本部 創薬研究推進部  

  技術企画グループ グループ長 

 吉田  聡 キリンホールディングス（株）飲料未来研究所 リサーチフェロー 

 吉野 知子 東京農工大学 大学院工学研究院・生命機能科学部門 教授 
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                ＜バイオインダストリー奨励賞受賞者・選評＞  （五十音順、敬称略） 

 

 

◆受賞者 1 景山 達斗 (かげやま たつと)神奈川県立産業技術総合研究所 有望シーズ展開事業 常勤研究員 

研究テーマ：再生医療や創薬のための毛包オルガノイドの構築  

選評：毛髪再生医療のための基盤要素技術となる毛包オルガノイドの作製技術を確立した。上皮系細胞

と間葉系細胞の自己組織化をマトリゲル添加により制御し、高効率に生体外で成熟した毛包を作製する

ことに成功した。毛髪改善のための薬剤スクリーニング系にも活用されており、毛髪疾患に対する新た

な治療薬開発にも貢献するであろう。今後もこの分野を牽引する研究者として活躍が期待される。 

 

◆受賞者 2 加藤 創一郎 (かとう そういちろう)産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門 上級主任研究員 

研究テーマ：電気化学活性を持つ微生物の生理・生態学的解析とその応用利用 

選評：電気化学活性を持つ微生物を対象に、微生物発電、電気共生に関する先駆的研究を行ってきた。

また、電気エネルギーを用いたCO2から酢酸を生産する細菌の分離培養にも成功している。これらは省

エネ型排水処理、CO2資源化につながる基礎研究であり、その独自性・先進性は高く評価される。本技

術の産業化への期待も大きく、この分野を牽引する研究者として期待される。 

 

◆受賞者 3 加藤 晃代 (かとう てるよ) 名古屋大学 大学院生命農学研究科 助教 

研究テーマ：翻訳効率を向上させるペプチドに関する研究 

選評：タンパク質のN末端に新規ペプチドタグ（MSKIKタグ）を付加することにより、翻訳停止効果を打

ち消し、タンパク質合成量を大幅に増大させる技術を開発した。本技術は組換えタンパク質生産におけ

る波及性の大きな技術である。スタートアップ企業の創出を行うなど社会実装に向けた取り組みも積極

的に行っており、今後のバイオ生産技術分野における研究者として活躍が期待される。 

 

◆受賞者 4 北島 正章 (きたじま まさあき) 北海道大学 大学院工学研究院 准教授 

研究テーマ：下水中ウイルスの検出技術基盤の確立と COVID-19下水疫学調査の実用化 

選評：COVID-19に対する下水疫学調査の有用性を提唱し、下水中の新型コロナウイルス高感度検出技

術の開発を行った。さらに、変異解析や他の呼吸器ウイルスにも拡張することが可能であることも示し

た。市中感染状況のモニタリング手法として重要な技術であり、すでに社会実装されて一定の成果を上

げている。感染症サーベイランスの分野を牽引する研究者として活躍することが期待される。 

 

◆受賞者 5 栗原 新 (くりはら しん) 近畿大学 生物理工学部 准教授 

研究テーマ：日欧ヒト腸内常在菌叢における最優勢種のハイスループット培養・解析法の開発と応用 

選評：オミクス解析とバイオインフォマティクス研究が主流となりつつある菌叢解析分野において、腸

内細菌を対象として、なるべく多くの菌を一つの培地で培養できるようにするというアプローチで多く

の菌の分離培養に成功した。さらに、分離株を用いた生化学研究で着実に成果を挙げている。企業との

連携を精力的に行っており、この分野の研究をさらに発展させる研究者として期待される。 
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◆受賞者 6 小松 徹 (こまつ とおる) 東京大学 大学院薬学系研究科 助教 

研究テーマ：Proteoform レベルの酵素機能網羅的解析に基づく疾患診断技術の開発 

選評：血液中の酵素の機能異常を指標にした疾病の早期診断を目指し、酵素活性を一分子レベルで測定

する技術開発に成功した。マイクロデバイスと活性の可視化のための蛍光プローブを組み合わせ、網羅

性と高感度化を達成した。これによって、血中マーカーの新たな探索法の可能性を示した。既にベンチ

ャーを起業し事業展開しており、今後の活躍が期待できる研究者である。 

 

◆受賞者 7 白崎 伸隆 (しらさき のぶたか) 北海道大学 大学院工学研究院 准教授 

研究テーマ：浄水処理工程におけるヒトカリシウイルスの未知動態の解明と処理技術の高度・高効率化  

選評：水の再資源化に重要とされる効率的なウイルス除去に資する新規ウイルス浄水処理性評価法を確

立した。遺伝子情報をもとにウイルス粒子の作製を可能とし、処理効果の評価が容易になった。そし

て、ウイルスを高度かつ高効率に処理可能な新たな水処理用凝集剤を開発した。次世代の浄水処理シス

テム構築に大きく貢献する研究者としてその活躍が期待される。 

 

◆受賞者 8 鈴木 洋 (すずき ひろし) 名古屋大学 大学院医学系研究科 教授  

研究テーマ：遺伝子制御技術を最適化する数理シミュレーションの構築 

選評：広く用いられている遺伝子制御技術である RNA干渉と CRISPR/Cas9に数理シミュレーションを融

合することでこれらの技術の最適化に成功した。特に CRISPR/Cas9のオフターゲットに対して効率や安

全性を 100倍以上高めることに成功した成果は、ゲノム編集の分野で非常に波及効果が高いと評価でき

る。新規性・独創性の高い成果であり、今後もこの分野を牽引する研究者として期待される。 

 

◆受賞者 9 古澤 之裕 (ふるさわ ゆきひろ) 富山県立大学 工学部 准教授 

研究テーマ：腸内細菌を介して免疫機能を調節する食物繊維の発見と疾患予防への応用  

選評：食物繊維摂取による免疫機能調節について、原因物質の特定、腸内細菌叢と短鎖脂肪酸を介した

Tregの発現誘導メカニズムを明らかにし、腸炎の発症を抑制する研究で成果を収めた。医療と食品の両

方に寄与する研究として高く評価できる。機能性素材を取り扱う企業とも積極的に連携しており、今後、

食を通じた疾病予防の分野においてさらなる貢献が期待できる研究者である。 

 

 

◆受賞者 10 三上 統久 (みかみ のりひさ) 大阪大学 免疫学フロンティア研究センター 特任准教授 

研究テーマ：機能的で安定な誘導性制御性 T細胞の研究開発 

選評：免疫抑制治療のための細胞製剤として制御性T細胞（Treg）は有効であるが、そのためには安定

的に細胞数を準備することが必要である。それに対して、in vitro誘導が可能な化合物を特定し、Treg

様エピゲノム状態を付与した高機能安定型の誘導型Treg製造法の開発に成功した。産学連携で臨床開発

も進められており、今後の細胞治療の分野の推進に貢献する研究者として期待される。 
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（一財）バイオインダストリー協会について 

1942 年設立の酒精協会を前身とし、発酵工業協会を経て 1987 年、財団法人バイオインダストリー協会と改

称、2011 年に一般財団法人に移行した。バイオインダストリー分野の研究開発と産業発展を、産・学・官によ

る連携によって、総合的に推進する日本唯一の組織である。バイオインダストリーに関する科学技術の進歩

を通じて、バイオインダストリーおよび関連産業の発展を図り、人々の生活の質の向上に寄与するために、先

端技術開発から産業化に至るまでのさまざまな場面で社会に貢献している。企業会員 332 社、公共会員１46

団体、個人会員 600人から構成。（2023年 3月末現在） 

 

【本発表資料についてのお問い合わせ先】 

 （一財）バイオインダストリー協会 広報部 電話：03-6665-7947/7949  FAX：03-6665-7955 

Email:   JBA 表彰事業事務局 <jba.award@jba.or.jp> 

ホームページ： http://www.jba.or.jp 
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